
第
十
徐

第
四
班

本
邦
嚢
産
物
並
に
紫
床
の
地
理
的
分
布

1̂

着

ノ

成

車

.

統
計
表
で
は
'
僚
物
は
製
煉
朗
の
所
在
地
か
ら
慶
出
し
た
罫
に
希
っ
て
居
て
､
梨
煉
朗
は
必
L
も
鋸
物
の
産
地
だ

同

1
で
無
い
か
ら
､
鋸
床
の
地
坪
的
分
布
だ
鋸
産
物
の
地
方
別
だ
ほ
.
別
に
考

へ
ね
ば
な
ら
ぬ

金
鍍

金
の
度
数
は
､
戊
見
島
煤
が
第

1
で
'
大
分
膳
が
之
に
次
ぎ
､
茨
城
櫛
､
秋
田
株
､
北
見
図
の
順
序
で
愛

媛
燦
だ
後
志
観
官
は
､
産
額
が
近
い
､
砂
金
は
殆
ん
で
北
海
道
だ
け
で
あ
る
､
鹿
児
島
煤
に
は
三
井
串
木
野
金
山
を

初
め
､
山
ケ
野
､
牛
尾
､
大
口
､
井
ケ
野
等
金
山
が
多
い
､
大
介
願
の
産
額
の
多
い
の
は
佐
賀
綿
製
煉
朗

だ
鯛
生
金

山
の
在
る
食
め
せ
.
近
年
迄
感
で
あ
っ
た
馬
上
金
山
は
大
に
衷

へ
た
､
佐
賀
銅
製
煉
所
は
'
主
に
他
地
方
の
鋸
石
を

運
び
凍
り
て
製
煉
す
る
の
で
あ
っ
て
､
附
近
よ
り
崖
す
る
の
は

7
部
分
で
あ
る
｡

茨
城
煤
に
は
日
立
館
山
が
あ
-
､
秋
悶
腺
に
は
小
坂
及
び
尾
去
輝
鉄
山
が
あ
ゎ
'
北
見
図
に
は
鴻
ノ
舞
'
愛
媛
櫛
に

は
別
子
､
後
志
問
に
は
観
官
象
山
が
あ
る
｡

金
額
床
の
地
糊
的
分
布
は
'
北
鯨
道
だ
本
州
の
東
北
部
だ
､
九
州
の
中
部
ビ
南
部
､
朝
鮮
は
平
安
北
道
､
蓑
海
道
だ

恩
情
商
道
､
違
背
は
北
部
に
金
瓜
石
館
山
､
鹿

芳
鋸
山
が
あ
る
､
地
質
は
朝
鮮
の
金
歯
は
､
主
に
花
園
岩
や
片
麻
岩

中
に
あ
る
が
.
其
の
他
は
大
部
分
第
三
紀
暦
か
又
は
新
火
山
岩
中
に
あ
る
.
運
錬

岩
は
､
石

英
斑
岩
､
石
英

粗
面

岩
､
石
英
安
山
岩
叉
は
輝
石
安
直
山方
で
'
脈
石
は
石
英

が
最
も
普
通

で
あ

る
が
､
方
解

石

や
霊
晶
石
の
場
合
も



あ
る
0

餓
床
の
積
糖
は
'
裂
僻
墳
充
即
ち
巌
正
銘
脈
が
最
も
普
通
で
､
大
分
堀
や
鹿
見
島
腺
の
金
騎
虎
は
骨
髄
脈
で
あ
る
P
J

鹿
見
島
堀
三
井
串
木
野
金
山
を
初
め
'
山
ケ
野
､
斉
ケ
野
､
牛
鬼
'
大
日
等
の
金
山
､
及
び
大
介
腺
の
鯛
鐘
金
山
の

飴
床
は
､
何
れ
も
輝
石
安
山
岩
中
の
石
英
脈
で
'
馬
上
金
山
は
花
園
岩
及
び
石
英
斑
岩
､
波
佐
見
金
山
は
､
第
三
寵

層
及
び
石
英
粗
而
岩
中
の
石
英
脈
で
あ
る
｡

交
代
銃
床
は
第
三
紀
以
後
の
も
の
ーこ
は
も
小
坂
'
椿
の
如
き
島
物
鋸
床
が
あ
ゎ
､
第
三
紀
以
前
の
地
質
に
は
'
日
立

や
別
子
の
如
き
､
層
状
或
は
届
豆
状
の
僻
床
が
あ
る
'
髄
鞄
鱗
床
は
陸
中
閉
高
畑
金
山
の
如
-
.
花
尚
岩
中
に
網
状

細
脈
の
胤
走
せ
る
も
の
が
あ
り
､
北
海
道
幌
別
､
陸
中
問
鷲

ノ
巣
.
但
馬
問
沖
之
浦
､
肥
前
波
佐
見
金
山
に
於
け
る

が
如
-
､
石
英
粗
面
岩
､
粒
状
安
山
岩
は
基
等
の
凝
次
岩
甲
に
肱
胎
せ
る
も
の
も
あ
る
｡

接
細
麺
質
鋸
戊
は
､
古
生
代
の
石
衣
岩
だ
､
韮
桶
碧
の
如
き
醍
性
探
成
岩
ど
の
按
欄
部
に
多
-
､
岩
手
媒
六
異
見
'

ホ
ルゴ
ル

山
口
聯
太
旺t
､
朝
鮮
易

洞

館

山
の
如
き
が
是
で
あ
る
｡

沖
積
翫
床
は
即
ち
砂
鋸
で
'
朝
鮮
に
は
各
地
に
散
在
L
t
北
海
道
で
は
北
見
図
枚
尊
地
方
'
石
狩
閲
夕
碇
川
上
流
が

著
名
で
あ
る
｡
其
地
金
館
床
の
所
在
地
を
流
下
す
る
瑛
沈
床
に
は
'
多
少
の
砂
金
が
あ
る
の
が
常
飴
で
あ
る
｡
駄
積

層
の
砂
塵
中
に
も
'
倒
せ
ば
福
岡
煤
八
女
郡
に
於
け
る
が
如
-
'
砂
金
を
含
む
も
の
が
あ
る
｡

銀
醸

銀
の
産
報
は
大
分
願
が
第

一
で
.
茨
城
腺
が
之
に
次
ぎ
､
第
三
は
栃
木
'
第
四
は
秋
田
櫛
､
次
は
愛
嬢
楳
'

香
川
棟
.
鹿
児
島
煤
で
､
岐
阜
棟
､
新
潟
棟
.
後
志
勘
が
之
に
次
ぐ
'
大
介
膳
の
産
顎
の
重

い
の
は
佐
賀
閥
製
煉
朗

だ
､
鯛
壁
金
山
の
あ
る
蔑
め
'
茨
城
煤
に
は
日
立
叡
山
'
栃
木
櫛
に
は
足
尾
銀
山
､
秋
田
塀
に
は
小
坂
､
尾
去
終
､

本
邦
鎖
床
物
故
に
銑
解
の
地
別
的
分
布

元
鼓

五
五



湖

瑚

第
十
懸

第
四
批

克

水

馬
力

荒
川
､
変
域
裾
に
は
別
子
'
香
川
膳
に
は
寓
島
基
線
朗
.
脱
兇
島
煤
に
は
三
井
串
木
野
､
芹
ケ
野
､
山
ケ
野
下
車
尾

大
口
､
岐
阜
膳
に
は
糾
問
､
新
温
膳
に
は
佐
波
､
後
志
問
Lirは
園
富
の
如
き
館
山
が
あ
る
為
め
で
あ
る
｡

銀
は
金
､
又
は
銅
'
紛
.,J
P.q
鈴
だ
件
ふ
事
が
多
-
､
.鉱
石
に
三
種
あ
る
､
鹿
銀
鱗
が
最
も
沓
迫
で
p
硫
安
鎖
鎌
や
浪

紅
銀
盤
も
あ
る
.
是
が
窮

一
種
で
'
第
二
種
は
､
方
鎗
鋸
や
閃
煎
餅
鋸
に
仲
ふ
も
の
'
第
三
積
は
､
黄
銅
鋸
や
鋤
鍋

嚢
甘
心
鉄
分
を
含
む
も
の
で
あ
る
｡

蘭
床
の
種
類
は
金
轡

fJ
同
様
で
あ
る
が
､
銀
に
は
砂
鶴
は
無
い
､
羽
後
の
覚
川
館
山
や
､
尾
去
棒
銀
山
は
､
新
火
山

岩

中

の
錬
脈
で
'
小
坂
や
椿
の
銀
僻
は
交
代
東
成
､
飛
騨
囲
細
岡
館
山
は
接
触
担
質
解
凍
､
石
見
問
大
森
銀
山
は
鋸

典
騎
床
で
あ
る
.

要
す
る
に
主
要
な
る
金
銀
鋸
は
､
南
北
日
本
の
内
昔

AfJ'
富
士
.
霧
島
耐
火
山
帯
中
に
在
る
第
三
紀
層
や
新
火
山
岩

に
肪
胎
す
る
も
の
が
多
い
｡

銅
鏡

銅
の
産
観
は
､
梶
木
棟
が
第

一
で
､
歌
旧
株

だ愛
媛
櫛
は
伯
仲
の
間
に
め
-
､之
に
次
ぐ
は
茨
城
堀
f
大
分
堀

で
､
香
川
僻
も
岡
山
煉
り
石
川
煤
､
後
志
期
の
順
序
で
あ
る
.
栃
木
燦
に
は
足
尾
飯
山
'
歌
的
腺
に
は
小
坂
バ

屈
ま

樺
､
荒
川
p
阿
仁
､
不
老
倉
.
愛
媛
堀
に
は
別
子
.
茨
城
に
は
日
立
､
大
分
膳
に
は
佐
賀
陶
製
煉
朗
､
香
川
僻
に
は

直
島
製
煉
朋
､
岡
山
膳
に
は
膏
岡
'
背
江
､

日
此
､

石
川
櫛
に
は
尾
小
屋
､

後
志
に
は
囲
宵
等
の
鋭
出
が
あ
る
｡

銅
蟹
は
本
邦
金
属
鋸
物
中
最
も
筑
要
な
も
の
で
､
本
州
､
四
囲
､
九
州
に
庚
-
分
布
せ
る
も
､
董
滞
､r
北
梅
迫
､
‥朝

鮮
1i
は
産
出
が
少
な
い
..
南
北
日
本
を
通
じ
､
外
背
に
は
､
常
陸
間
の
日
立
か
ら
遠
江
問
久
兼
p
峰

ノ
韓
▲
紀
伊
固

飯
盛
1
四
囲
で
は
伊
政
則
手
､
九
州
で
は
肥
後
囲
正
木
､
日
向
問
日
華
ー
頼
峰
を
経
て
､
奄
美
大
島
の
屋
入
ー
大
勝



徳
之
島
の
下
久
志
錬
E
に
至
る
卦
で
ー
+=
塾
圏
叉
は
結
晶
片
岩
中
に
層
状
又
は
福
豆
状
を
為
せ
る
交
代
助
成
が
断
帝

し
て
分
布
L
I内
瀞
に
は
陸
中
問
小
坂
､
羽
後
閲
尾
去
浬
､
荒
川
､
阿
仁
ー
登
別
囲
大
減
､
越
後
路
倉
､
加
賀
屋
小
屋
､

但
馬
陶
生
野
'
傭
空

目
的
'
帯
:汁
.
石
見
囲
笹
ケ
谷
､
周
防
図
於
福
､
長
門
閣
太
=
の
諸
東
山
の
如
き
窮
三
紀
暦
又

は
新
火
山
岩
中
に
膳
胎
せ
る
鋸
脈
､
駿
塑

交
代
東
成
p
偶
接
童
貿
髄
床
等
各
種
の
錬
成
が
賦
春
す
る
｡
其
中
北
日

本
の
内
背
に
は
交
代
鋸
床
の

一
種
た
る
業
物
僻
床
が
多
-
{

南
日
本
の
内
昔
に
は
鳩
技
塾
貿
貌
床
が
多
い
｡(
異
物
鋸

床
己

で
知
ら
れ
誉

三
十
九
躯
山
の
中
､.
三
十
七
は
普

本
の
内
帯
に
在
る
)
主
要
銅
山
の
産
鞠
を
､
盤
床
蝕
に

人佃

し
て
見
れ
ば
､
額
脈
が
約
五
割
を
占
め
p
触
層
状
の
も
の
が
約
三
割
'
異
物
錬
成
が
約

1
割
七
分
､
接
胸
離
床
が
約

三
分
5･J
い
ふ
割
合
で
あ
る
｡

.
本
邦
の
主
要
な
銅
盤
山
を
内
帯
だ
外
昔
AJJ
に
別
で
示
せ
ば
左
の
如
し
｡

(
こ
外
瀞
に
属
す
る
も
の

安
部
城
(青
森
)'
水
曜
(岩
手
)､
大
正
(
骨

森
).
釜
石
(岩
手
)､
入
室
(
相
島
)
p
日
立
(茨
城
)
､
久
根
(静
岡
).

飯
襲

和
歌
山
)､
白
瀧
(高
知
)'
長
坂
(高
知
)､
別
手
(愛
媛
)'
佐
島
(愛
媛
)､
佐
賀
禦

大
分
)
=
平
､(
宮
崎
)I

槙
峰
(
宮
崎
)

(
二
)
内
辞
に
屈
す
る
も
の

間
富
(
後
志
)､
幌
別
(膿
振
)ち"
小
坂
(
秋
田
)
.
屈
去
樺
〔款
巴

P
阿
仁
(
秋
凹
)p
莱
川
(
秋
出
)'
八
盛
(
秋
田
)
A

大
我
(
山
形
).
持
倉
(新
潟
)I
.
､
尾
小
屋
(石
川
)､
蕉
野
(
兵
庫
J
t
瀞
江
(
岡
山
)も
雅
ケ
谷
(島
根
)
.
水
島
(
岡
山
)

日
比
(岡
山
)､
於
顧
(
山
口
)

本
邦
助
産
物
故
に
助
船
の
地
税
的
分
布

元

七

五
七



地

頚

飾
十
懇

第
四
雄

売

小

五八

是
等
の
銅
山
に
於
け
る
飲
物
は
､
熱
水
溶
液
か
ら
の
沈
澱
が
最
も
多
-
.

大
抵
p
銅
の
硫
化
物
が
大
部
を
占
め
､
就

中
黄
銅
鶴
が
政
も
多
い
(
俗
に
是
を
菜
種
紺
だ
い
ふ
)'
地
表
附
近
の
酸
化
帯
に
は
自
然
銅
や
赤
銅
鋸
､
孔
雀
石
'
藍

銅
鋸
､
柾
孔
雀
石
等
を
産
す
る
の
が
普
通
で
あ
る
｡

産
額
で
は
､
足
尾
､
別
子
､
小
坂
'
佐
賀
紬
､
日
立
､
直
島
'
尾
去
樺
の
順
序
で
あ
る
｡

織
鍍

支
那
に
は
蛾
の
天
魚
資
源
が
豊
富
で
あ
る
が
ー
本
邦
に
は
豊
富
で
無
い
､
其
地
相
的
分
布
は
中
箱
及
び
内

石
狩
(
石
狩
)､
輪
西
(魔
振
)､
育
武
井
(
渡
島
)､
仙
人
(岩
手
)､
釜
石
(岩
手
).
栗
木
(岩
手
)
.
成
田
(
相
島
).

大
帝
(
浦
島
)､
赤
谷
(新
潟
)'
秩
父
(埼
玉
)
､
英
独
(
岐
阜
)､
兼
北
電
化
(
福
島
)
､
中
固
製
戴
(島
状
)

朝

鮮

安
嶺
(黄
海
道
).
仲
川
(
卒
軍
同
道
)'
戴
革
(黄
海
遭
).
塵
界
(黄
海
道
)､
利
原
(成
鋸
南
造
)

銭
の
原
鶴
は
'
主
に
磁
鍛
錬
}J
赤
政
鋸
で
､
前
者
は
通
常
五
甘
皮
以
上
の
高
温
度
で
生
じ
.
後
者
は
二
'
三
宵
度
か

ら
.
五
百
度
迄
の
脱
皮
で
出
水
る
'
褐
蝕
鋸
は
賛
俄
蘭
の
酸
化
叉
は
脱
炭
の
沈
澱
に
r･･"

て
珪
じ
､
北
海
温
倶
知
安

の
東
､
虻
田
附
近
(
室
蘭
の
酉
)に
は
'
厚
さ
三
十
八
に
蓬
す
る
沈
澱
あ
-
､
羽
後
鳥
海
山
鹿
､
長
門
於
涌
､
及
び
長

>*
+

登
､
登

別
兼
谷
及
び
平
尾
､
肥
後
益
城
郡
､
肥
前
川
棚
､
日
向
加
久
藤
の
北
異

率

(
泡
泉
沈
澱
物
)
･美
作

耶

窄

安
率
向

旧
各
に
も
既
存
す
る
.
砂
蛾
は
火
成
岩
の
風
化
崩
嬢
に
囚
-
て
塵
じ
た
も
の
が
多
-
､
中
開
地
方
に
於
て
は
､
古
代

よ
-
之
を
座
し
.
脊
索
腫
.
岩
手
豚
､
大
分
腺
､
爾
岡
雁
等
の
海
岸

に賦
春
す
る
､
花
園
岩
よ
-
氷
る
も
の
は
､
チ

タ
tl.ク
ム
を
含
ま
な
い
が
ー
火
山
岩
よ
-
水
化
-
の
は
ー
チ
タ
ニ
ウ

ムを
含
む
の
が
紋
鮎
で
あ
る
｡



鈎
錬

飴
鶴
は
楠
北
日
本
の
内
灘
に
鞭
て
多
-
賦
春
L
I
姉
三
船
闇
叉
は
･漸
火
山
中
に
多
い
ー
主
な
る
鋸
物
は
方

鎗
鶴
で
亜
鉛
蟹
を
伸
ひ
､
常
に
多
少
の
銀
を
含
有
す
る
.
主
な
る
銀
山
は
'
帥
岡
(岐
阜
)ー
高
田
(
宮
城
)1着
岡

(
岡

也
)
､
太
良
(
秋
田
)
､
日
比
(岡
山
)等
で
､
餓
脈
が
多
-
､
醐
岡
錬
山
は
'
片
麻
岩
'
石
衣
岩
中
に
石
英
斑
岩
が
噴

出
し
た
接
欄
捲
質
頻
尿
で
あ
る
'
朝
灘
に
は
'
黄
海
道
に
秀
岱
'
平
安
北
濃
鶴
城
郡
に
古
河
鋸
山
'
平
安
南
道
に
三

循
兼
山
が
あ
る
｡

産
額
に
於
で
は
､
岐
阜
牒
細
岡
鋸
山
が
第

一
で
､
宮
城
廉
高
田
健
山
が
第
二
で
あ
る
｡

正
紛
銀

鈴
鋸
だ
同
じ
-
覇
北
日
本
の
内
背
に
多
-
､
最
も
塵
取
の
多
い
の
は
､
紳
岡
鍍
山
で
あ
る
'
-

鎗
石
を
爾

同
順
三
池
製
煉
朗
に
造
っ
て
精
製
す
る
｡

鍍
床
は
嚢
腫
､
交
代
東
成
'
接
触
鍵
賀
騎
虎
が
あ
-
'
第
三
紀
層
又
は
新
火
山
岩
中
に
多
い
が
'
紳
岡
の
鋸
床
は
こ

の
俳
外
で
あ
る
'
封
馬
の
佐
須
､
及
び
安
田
焼
山
は
宙
水
よ
-
名
高
い
が
近
年

1
向
投
は
な
い
､
又
大
分
堀
の
南
部

か
ら
宮
楠
牒
西
臼
杵
郡
に
瓦
-
､
亜
鉛
鋸
が
賦
春
す
る
､
日
本
海
側
で
は
､
青
森
'
秋
田
'
山
形
､
新
潟
､宮
山
'
石

川
二
相
井
.
岐
阜
.
島
胆
の
諸
牌
に
賦
存
L
t
唐
月
屈
'
膏
野
.加
納
､
細
食
等
の
鍍
･･H
は
､
主
な
る
も
の
で
あ
る
?

阜

アケ
′
べ

錫
鍍

錫
の
産
出
は
'
九
州
の
南
部
(
鹿
児
島
棟
絡
打
､
宮
晴
保
見
立
)
だ
中
岡
の
東
部

(
重
厚
牒
明

延

)

だ
に
限

ら
れ
p
原
盤
は
錫
石
で
あ
る
.
鉢
山
鉱
山
の
錫
飴
床
は
古
生
層
中
の
髄
腔
で
'
見
立
館
山
の
薗
床
は
'
古
生
代
の
石
灰

岩
､
珪
岩
の
中
に
介
在
せ
る
暦
状
脈
で
.
石
衣
岩
だ
石
其
斑
岩
と
の
胸
接
部
に
､
胸
按
交
代
酪
床
だ
し
て
錫
石
を
肪
胎

し
た
も
の
で
あ
る
P
明
延
の
鍍
床
は
'
合
銀
銅
脈
中
に
並
走
せ
る
石
英
脈
に
錫
石
p
衣
重
石
､
満
俺

を
含
有
し
て
居

る
1

岐
阜
新
涼
邦
郡
韻
莫
衝
鱗
山
の
鋸
床
は
､
主
に
花
南
山を
1
.ペ
グ
マ
タ
イ
-
｣
の
分
解
し
て
秒
機
中
に
鉄
石
が
砂
鋸

本
邦
銑
･供
物
北
に
餓
肺
の
地
理
的
分
布

工
卦

五
九



地

球

約
十
魯

解
四
批

三

O
D

六
〇

を
為
し
て
春
歌
す
る
も
の
を
淘
汰
し
て
探
る
の
で
.
近

年
殆
ん
で
休
止
の
妖
艶
に
在
る
..
･朝
蘭
や
轟
帝
か

打払
､
錫

を
産
出
し
無
い
｡

錫
石
は
高
温
度
で
出
凍
る
献
物
で
p
東
成
錬
床

(
PLleum
a
t
Otytic
d
ep
osit)
叉
は
接
触
鍵
質
鎗
床
に
多
-
.
酸
性

の
東

成
岩
(荘
闘
岩
､
｢
ペ
グ
マ
タ
イ
ト
L
の
如
き
)
に
揮
ふ
革
が
多
い
｡

硫
化
踏
破
及
び
含
鋼
硫
化
故
鍍

鵜
化
銭
は
常
で
紘
聾
及
び
紅
麹
の
製
造
に
供
せ
ら
れ
た
が
p
近
年
は
硫
黄
の
原

料
だ
し
て
硫
酸
製
造
に
用
ひ
ら
れ
､
又
人
造
肥
料
の
原
料
･,J
し
て
其
需
要
が
劇
噂
し
た
p
本
邦
南
日
本
の
外
帯
に
合

銅
硫
化
銀
鉱
床
だ
し
て
'
鋸
暦
状
叉
は
屈
瓦
状
を
為
し
結
晶
片
岩
又
は
古
生
府
中
に
分
布
磨
-
.
叉
内
葦
に
於
で
第

三
紀
層
又
は
新
火
山
岩
中
に
在
る
も
の
は
錬
脈
叉
は
交
代
騎
虎
を
為
し
て
賦
存
す
a
.
其
申
山
梨
株
安
鋸
山
の
鋸
床

は
第
三
離
層
及
び
石
基
租
耐
岩
中
の
交
代
錬
床
で
.
渡
島
園
鯉
川
鉱
山
の
助
成
は
安
山
岩
に
近
き
妨
三
配
暦
中
爪巴
父

代
放
尿
､
島
根
牒
鵜
峠
銀
山
の
は
'
第
三
紀
暦
及
び
安
山
岩
中
の
鮫
脈
で
あ
る
｡

ヤ
ナ
ハヲ

主
要
な
る
廠
山
は
'
久
我
(静
岡
)
､
飯
盛
(
和
歌
山
)
､
由

越
(徳
島
)
､
榊

原

(

岡
山
).
資
(
山
梨
)
I-
別
子
(愛
媛
+)､

大
湘
鼠

櫨
)､
大
峰
(
愛
媛
)
'
基
山
(徳
島
).
自
流
(
高
知
)等
で
'
産
額
で
は
'
朗
唱

別
子
､
久
我
､
白
瀧
.
級

盛
の
順
序
で
あ
る
｡

格
魯
罷
故
鍍

本
飴
の
存
在
は
小
感
基
性
火
成
岩
中
に
限
ら
れ
.
岩
梁
の
分
化
に
図
･O
で
生
ii
.

盗
掘
岩
叉
は
楯

槽
岩
よ
ゎ
慶
成
し
て
蛇
蚊
岩
中
に
不
規
則
な
る
塊
状
又
は
鋸
遜
状
を
為
し
て
散
在
し
､
中
庄
代
以
前
の
地
厨
置
域
に

多

い
.
脇
撮
問
鵡
川
上
流
に
は
砂
鱗
状
を
為
し
て
産
出
す
る
､
産
街
は
.
日
野
上
洛
魯
設
(
鳥
取
)
ー
日
光
(
日
高
)､

鹿

瀬
(
鳥
取
)若
拾
(
烏
根
)
の
順
序
で
あ
る
0


